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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、各種政策の効果もあり、雇用・所得環境や企業収益の改善を

背景に、個人消費・設備投資は持ち直す等緩やかな回復基調にありますものの、中国をはじめとする新興国経済の

先行きや英国のＥＵ離脱、米国の政策運営の動向等海外経済の不確実性の影響により、不透明な状況にて推移 

いたしました。 

このような状況において、スパリゾートハワイアンズにつきましては、前年同期に比し利用者数が宿泊は増加 

したものの日帰りは減少いたしました。 

燃料商事事業につきましては、主に石炭価格の上昇により堅調に推移しましたものの、為替の影響を受け減益と

なり、製造関連事業及び運輸業につきましては、それぞれ厳しい状況となりました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は75億円（前年同期比９億７百万円、13.8％増）、営業損失は 

２億76百万円（前年同期は営業損失２億32百万円）、経常損失は２億58百万円（前年同期は経常損失２億54百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は２億48百万円（前年同期の親会社株主に帰属する四半期純利益は、 

法人税等調整額（△は利益）△７億37百万円を計上したことにより４億38百万円）となりました。 

 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

 

[観光事業] 

スパリゾートハワイアンズにつきましては、春休みに「春休み！よしもとワイワイカーニバル」、ゴールデン 

ウィークにＮＨＫの番組関連イベント「すイエんサー ぐるぐるつながる探検隊」、「おかあさんといっしょ

ガラピコぷーのワクワクステージ」等のイベントを実施いたしました。 

日帰り部門につきましては、ゴールデンウィークにおいて屋外観光施設等に人気が分散し、地元圏の利用者が 

減少したことにより、利用人員は286千人（前年同期比３千人、1.1％減）となりました。 

宿泊部門につきましては、平日を中心に未就学児ファミリー向け商品の販売に注力した結果、利用人員は102千

人（前年同期比３千人、3.5％増）となりました。 

スパリゾートハワイアンズ・ゴルフコースにつきましては、首都圏からの宿泊ゴルフパックは堅調に推移 

しましたものの、地元圏の利用者が減少し、利用人員は15千人（前年同期比０千人、3.2％減）となりました。 

この結果、当部門の売上高は、25億62百万円（前年同期比17百万円、0.7％減）、営業損失は１億４百万円 

（前年同期は営業損失１億２百万円）となりました。 

 

[燃料商事事業]

石炭・石油両部門ともに、石炭・石油価格の上昇により増収となりました。また発電事業につきましては、ほぼ

計画どおり進捗いたしました。 

この結果、当部門の売上高は、41億15百万円（前年同期比９億24百万円、28.9％増）となりましたものの、 

石炭部門における為替の影響等により営業損失は０百万円（前年同期は営業利益９百万円）となりました。 

 

[製造関連事業]

主に国内・中国の需要減に伴い、船舶用モーターの販売数量の減少により減収となりました。 

この結果、当部門の売上高は、３億89百万円（前年同期比34百万円、8.2％減）、営業利益は９百万円（前年同

期比33百万円、77.6％減）となりました。 

 

[運輸業] 

港湾運送部門につきましては、セメント関連輸送が増加し、石油小売部門につきましては販売単価が上昇し、 

増収となりました。 

この結果、当部門の売上高は、４億33百万円（前年同期比36百万円、9.2％増）となりましたものの、燃料費や

車両費の増加等により営業損失は７百万円（前年同期は営業損失８百万円）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２億85百万円増加し、555億23百万円

となりました。これは主に、有形固定資産の増加によるものであります。負債につきましては、前連結会計年度末

に比べ５億12百万円増加し、408億82百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加によるもので

あります。純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ２億26百万円減少し、146億40百万円となりました。

これは主に、利益剰余金の減少によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

第２四半期連結業績予想及び通期連結業績予想につきましては、平成29年５月15日発表の業績予想に変更は 

ありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,077 6,869 

受取手形及び売掛金 2,376 2,069 

たな卸資産 1,190 1,201 

繰延税金資産 269 270 

その他 282 299 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 11,195 10,711 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 12,766 12,563 

土地 14,697 14,697 

その他（純額） 3,167 3,796 

有形固定資産合計 30,631 31,057 

無形固定資産 62 58 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,384 6,753 

投資不動産（純額） 6,438 6,437 

退職給付に係る資産 191 193 

繰延税金資産 31 27 

その他 2,402 2,383 

貸倒引当金 △2,100 △2,100 

投資その他の資産合計 13,348 13,695 

固定資産合計 44,042 44,812 

資産合計 55,237 55,523 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,002 5,171 

短期借入金 4,249 4,269 

未払法人税等 67 22 

賞与引当金 295 347 

その他 4,225 3,555 

流動負債合計 12,840 13,366 

固定負債    

長期借入金 21,936 21,922 

繰延税金負債 2,093 2,192 

環境対策引当金 7 7 

退職給付に係る負債 54 54 

資産除去債務 427 429 

その他 3,011 2,909 

固定負債合計 27,530 27,516 

負債合計 40,370 40,882 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,141 2,141 

資本剰余金 3,577 3,577 

利益剰余金 7,687 7,263 

自己株式 △36 △36 

株主資本合計 13,369 12,945 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,515 1,709 

土地再評価差額金 △2 △2 

退職給付に係る調整累計額 △49 △44 

その他の包括利益累計額合計 1,463 1,662 

非支配株主持分 33 32 

純資産合計 14,866 14,640 

負債純資産合計 55,237 55,523 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 6,592 7,500 

売上原価 6,009 6,914 

売上総利益 583 585 

販売費及び一般管理費 815 861 

営業損失（△） △232 △276 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 90 96 

持分法による投資利益 － 2 

不動産賃貸料 36 32 

その他 9 10 

営業外収益合計 136 142 

営業外費用    

支払利息 130 105 

持分法による投資損失 5 － 

不動産賃貸費用 18 15 

その他 5 3 

営業外費用合計 158 124 

経常損失（△） △254 △258 

特別利益    

固定資産売却益 2 － 

投資有価証券売却益 － 14 

特別利益合計 2 14 

特別損失    

固定資産除却損 2 2 

投資有価証券評価損 38 － 

その他 － 0 

特別損失合計 40 2 

税金等調整前四半期純損失（△） △291 △246 

法人税、住民税及び事業税 5 1 

法人税等還付税額 － △6 

法人税等調整額 △737 6 

法人税等合計 △732 2 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 440 △248 

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
438 △248 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 440 △248 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △157 193 

繰延ヘッジ損益 35 － 

退職給付に係る調整額 7 5 

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0 

その他の包括利益合計 △114 198 

四半期包括利益 326 △49 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 323 △49 

非支配株主に係る四半期包括利益 2 0 

 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

- 7 -

常磐興産株式会社（9675）　平成30年３月期  第１四半期決算短信



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  観光事業 
燃料商事
事業 

製造関連 
事業 

運輸業 合計 

売上高              

外部顧客への売 

上高 
2,579 3,191 423 396 6,592 － 6,592 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

0 68 － 14 83 △83 － 

計 2,580 3,260 423 411 6,675 △83 6,592 

セグメント利益又

は損失（△） 
△102 9 43 △8 △57 △174 △232 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△174百万円には、セグメント間取引消去△０百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△174百万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  観光事業 
燃料商事
事業 

製造関連 
事業 

運輸業 合計 

売上高              

外部顧客への売 

上高 
2,562 4,115 389 433 7,500 － 7,500 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

1 71 － 9 81 △81 － 

計 2,563 4,186 389 442 7,581 △81 7,500 

セグメント利益又

は損失（△） 
△104 △0 9 △7 △101 △174 △276 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△174百万円には、セグメント間取引消去△０百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△174百万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
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